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あ
る
い
は
鶴
字
は
殷
墟
三
期
か
ら
五
期
に
か
け
て
の
甲
骨
文
に
多
く
見
ら
れ

る
動
詞
で
あ
る
。
金
文
で
は
作
册
般
銅

の
一
器
の
み
に
見
ら
れ
る
字
で
あ
る
が
、

甲
骨
文
字
は
今
ま
で
に
約
三
百
三
十
片
の
拓
片
に
記
さ
れ
た
五
百
近
い
數
の
字
が

發
見
さ
れ
て
お
り
、
比
較
的
資
料
が
豐
富
で
あ
る
に
も
關
わ
ら
ず
そ
の
字
釋
や
字

義
に
つ
い
て
は
未
だ
統
一
さ
れ
た
見
解
が
存
在
し
な
い
。
本
稿
で
は
先
行
硏
究
や

甲
骨
文
中
の
用
例
を
簡
單
に
ま
と
め
、
こ
の
字
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
字
を
羅
振
玉
は
잧
と
字
釋
し
踐
と
讀
み（

1
）、
王
襄（

2
）・
董
作
賓（

3
）・
松
丸
道
雄（

4
）・

黃
然
偉（

5
）な
ど
多
く
の
學
者
が
こ
れ
に
從
っ
て
い
る
。
ま
た
王
國
維
は（

6
）と
隸
定

し
て
お
り
、
饒
宗
頤
は
羅
振
玉
・
王
國
維
の
兩
說
の
ど
ち
ら
に
字
釋
す
べ
き
か
定

め
難
い
と
述
べ
て
い
る（

7
）。

郭
沫
若
は
、

は
戈
で
は
な
く
戊
に
從
う
字
で
あ
り
、
聳
、
す
な
わ
ち
越

字
で
あ
る
と
す
る（

8
）。
ま
た
、
鶴
を
別
に
덼
と
釋
し
游
と
讀
ん
で
い
る（

9
）。

商
承
祚
は

・
鶴
を
共
に

と
釋
す（
10
）。
孫
海
波
は
當
初
は
商
說
に
從
っ
て
い

た
が（
11
）、
後
に
二
字
を
分
釋
し
、

を

、
鶴
を

と
釋
し
て
い
る（
12
）。
中
國

社
會
科
學
院
考
古
所
は
于
省
吾
が

を
屯
と
釋
し
て
い
る（
13
）こ
と
を
根
據
と
し
、

鶴
の
右
旁
を
屯
（

）
の
異
體
字
で
あ
る
と
考
え
こ
の
字
を

と
隸
定
し
て

お
り（
14
）、
ま
た
『
合
集
釋
文（
15
）』
で
も

と
な
っ
て
い
る
。

楊
樹
達
は

を
웻
と
隸
定
し
、
戈
を
聲
符
と
考
え
過
と
釋
す
る（
16
）。
許
進
雄（
17
）・

島
邦
男（
18
）・
袁
俊
傑（
19
）・
李
孝
定
な
ど
も
同
じ
立
場
を
取
っ
て
お
り
、
李
孝
定
は
鶴

も
含
め
て
웻
と
見
な
し
、
過
と
讀
ん
で
い
る（
20
）。
李
學
勤
は
當
初
は
데
（
21
）と
隸
定
し

て
い
た
が
、
後
に
楊
樹
達
說
に
從
い
過
と
改
め
て
い
る（
22
）。
李
凱
も
李
學
勤
の
銘

文
解
釋
に
從
っ
て
過
と
字
釋
す
る（
23
）。
陳
煒
湛
は

を
웻
、
鶴
を

と
區
分
し
、楊
・

孫
說
の
折
衷
の
よ
う
な
解
釋
を
行
っ
て
い
る（
24
）。
劉
桓
は
戰
國
文
字
を
參
考
と
し
、

包
山
楚
簡
や
郭
店
楚
簡
の
弋
（

）
字
が

と
似
た
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鶴

を
웻
と
隸
定
す
る（
25
）。

裘
錫
圭
は
、
旁
の
字
は
弋
字
の
眞
ん
中
に
圓
を
加
え
る
こ
と
で
戈
の
柄
の
部
分

（

）
を
指
す
必
と
い
う
字
で
あ
る
と
考
え
、
鶴
字
を
胖
と
釋
す（
26
）。
朱
鳳
瀚
も
裘

錫
圭
と
同
じ
く
こ
の
字
を
胖
と
し
て
い
る
。

近
年
の
金
文
の
著
錄
集
で
は
、『
近
出
殷
周
金
文
集
錄
』967

の
作
册
般

で

は
데
と
隸
定
し
て
お
り
、『
新
收
殷
周
靑
銅
器
銘
文
曁
器
影
語
彙
編
』（
以
下
、
新

收
と
略
）1553

で
は
胖
と
し
て
い
る
。（
な
お
、
こ
の
作
册
般

に
つ
い
て
は
本

號
の
「
金
文
通
解
」
を
參
照
。）

舊
來
は
잧
說
が
最
も
有
力
で
あ
っ
た
が
近
年
は
웻
說
を
支
持
す
る
硏
究
者
が
比

釋
胖

齋　
　

藤　
　

加　
　

奈
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較
的
多
く
な
っ
て
お
り
、
胖
說
も
有
力
な
說
の
一
つ
で
あ
り
續
け
て
い
る
。

こ
の
字
は
異
體
字
が
非
常
に
多
い
が
、
各
字
を
出
現
す
る
時
期
ご
と
に
ま
と
め

る
と
、

⎛
Ⅲ
期
：　

  （
少
數
の　
　
　

  

）

――
Ⅳ
期
：　
　
　

 （
三
例
の
み
）

―⎝
Ⅴ
期
：　
　
　
　
　

  （
少
數
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

）

と
い
う
變
遷
を
辿
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
來
る
。
こ
の
字
は
鶴
が
本
來
の
形
で

あ
り
、旁
の
圓
形
を
簡
略
化
し
て
黑
丸
や
橫
畫
で
記
す
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

徐
々
に
似
た
印
象
の
戈
（

）
字
と
混
交
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
甲
骨

文
字
で
は
午
字
な
ど
で
も

か
ら

を
經
て

へ
と
至
る
字
形
の
變
化
が
起

こ
っ
て
お
り
、
こ
の
種
の
變
化
は
珍
し
い
現
象
で
は
な
い
。
Ⅲ
期
の
甲
骨
文
で
は

大
半
が
鶴
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
多
く
の
異
體
字
は
時
代
の
經
過

に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
こ
れ
ら
の
字
を
異
な
る
字
と
し

て
強
い
て
區
分
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

先
行
硏
究
の
中
で
は
圓
形
の
部
分
が

を
示
し
て
い
る
と
す
る
裘
錫
圭
の
胖
說

が
最
も
說
得
力
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
降
本
論
で
も
鶴
字
を
胖
と
記
す
こ
と
と
す

る
。
金
文
の
密
字
は
뉺
と
い
う
字
形
で
あ
る
こ
と
も
、
必
と
混
交
し
た
戈
字
を
周

代
に
至
っ
て
も
必
の
發
音
で
讀
ん
で
い
た
傍
證
と
な
る
。

ま
た
、
裘
錫
圭
は
胖
字
が
Ⅲ
期
に
い
き
な
り
出
現
し
た
も
の
で
は
な
く
、
Ⅰ
・

Ⅱ
期
に
見
え
る
赭
字
が
胖
（
鶴
）
へ
と
變
化
し
た
と
い
う
說
を
唱
え
て
い
る
。
胖

の
異
體
字
と
見
な
さ
れ
る
字
の
う
ち
、

（『
小
屯
南
地
甲
骨
』257

、
以
下
屯

と
略
）

（『
甲
骨
文
合
集
』28001

、
以
下
合
と
略
）
と
い
っ
た
字
體
變
化
の

過
渡
期
の
よ
う
に
見
え
る
Ⅲ
期
の
卜
辭
や
、
や
や
赭
に
似
た
Ⅳ
期

字
（
屯56

、

屯1074

）
な
ど
が
實
際
に
は
Ⅲ
期
よ
り
古
い
時
代
に
屬
す
る
字
で
あ
る
可
能
性

を
考
慮
す
れ
ば
、一
考
の
餘
地
が
あ
る
意
見
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
但
し
、

Ⅰ
・
Ⅱ
期
の
赭
が
出
現
す
る
文
十
一
辭
を
讀
む
と
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

例
は
Ⅱ
期
の
三
例
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
文
意
の
讀
み
取
れ
る
刻
辭
で
は
祭

祀
に
關
連
す
る
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
多
く
、
こ
れ
ら
は
動
詞
と
し

て
の
胖
と
は
明
ら
か
に
用
法
が
異
な
っ
て
い
る
。

・

を
本
當
に
胖
と
讀
む

べ
き
か
に
つ
い
て
に
も
疑
問
が
殘
り
、
こ
れ
ら
の
不
確
實
な
字
に
つ
い
て
は
よ
り

愼
重
な
檢
討
が
必
要
と
な
る
。

字
義
に
つ
い
て
の
先
行
硏
究
を
大
別
す
る
と
、
羅
振
玉
に
代
表
さ
れ
る
踐
（
行（
27
）・

往（
28
）
の
意
味
）
や
步
武（
29
）（
足
の
は
こ
び
）・
遠
逝（
30
）（
遠
方
へ
行
く
）・
屯（
31
）（
行
く
の

が
難
し
く
て
進
ま
な
い
）・
過（
32
）（
よ
ぎ
る
）・
出
行（
33
）（
旅
に
出
る
、
よ
そ
へ
行
く
）

と
い
っ
た
比
較
的
單
純
な
移
動
の
意
味
で
あ
る
と
解
釋
す
る
も
の
と
、
田
獵
の
一

種
で
あ
る
と
い
う
解
釋（
34
）、
敕
戒
鎭
撫（
35
）（
戒
め
鎭
め
る
）・
武
裝
出
行（
36
）・
巡
視（
37
）
な

ど
軍
隊
行
動
に
結
び
つ
け
て
解
釋
す
る
三
種
の
考
え
方
が
存
在
す
る
。

胖
は
王
の
行
爲
に
對
し
て
使
わ
れ
る
動
詞
で
あ
る
。
主
語
が
省
略
さ
れ
て
い
る

場
合
も
あ
る
が
、
王
以
外
の
行
動
に
對
し
て
胖
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
例
の
見
ら

れ
な
い
こ
と
が
こ
の
字
の
大
き
な
特
徵
で
あ
る
。

胖
の
具
體
的
な
內
容
、
つ
ま
り
胖
を
行
っ
た
先
で
王
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を

取
っ
て
い
る
か
と
い
う
具
體
的
な
記
述
は
少
な
い
。
特
に
胖
を
田
獵
と
關
連
づ
け

て
考
え
る
說
の
根
據
は
、
胖
の
目
的
地
と
し
て
登
場
す
る
地
名
が
多
く
田
の
目
的

地
と
共
通
す
る
地
域
（
い
わ
ゆ
る
田
獵
地
）
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
胖
を
行
っ
た
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際
に
實
際
に
動
物
を
得
て
い
る
事
例
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
胖
を
記

し
た
同
辭
の
文
末
に
「
獸
」・「
禽
（
擒
）」
と
い
っ
た
狩
り
の
獲
物
を
得
た
記
述

が
存
在
す
る
の
は
Ⅲ
期
で
合28943

・
合29027

・
合29035

の
三
辭
（
同
片
の

別
辭
に
見
え
る
場
合
は
七
例
）、
Ⅴ
期
で
合37429

・
合37440

・
合37448

・
合

37460

の
四
辭
し
か
な
く
、
胖
卜
辭
の
全
體
數
に
占
め
る
割
合
は
微
々
た
る
も
の

で
あ
る
。
偶
然
動
物
を
見
か
け
て
仕
留
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
狩
り

が
胖
の
主
目
的
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

ま
た
、
Ⅲ
期
に
屬
す
る
合28924
・28939

で
は
胖
卜
辭
の
文
末
に
誄
（
埶
・
藝
）

を
行
う
か
を
問
う
て
い
る
。
藝
は
植
樹
、種
播
な
ど
の
意
味
が
あ
る
動
詞
で
あ
り
、

胖
の
他
は
田
・
省
田
に
關
す
る
辭
に
多
見
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
田
は
田
獵
で
は

な
く
郊
外
（
田
地
）
で
行
う
作
業
一
般
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
田
地
の
管
理
の
一

貫
と
し
て
の
植
林
、
或
い
は
農
地
の
種
蒔
き
が
行
わ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
他
、
Ⅲ
期
で
は
「
胖
于
右
牧
」「
于
左
牧
」（
合28769
）
と
い
う
王
家
の
管

理
下
に
あ
る
牧
場
を
訪
れ
る
か
を
問
う
例
や
、「
乙
巳
卜
、
今
日
乙
王
其
胖
新
庸

（
鏞
）

（
羌
）、
不
遘

日
」【
乙
巳
卜
す
、
今
日
乙
に
王
其
れ
新
鏞
羌
に
胖

す
る
に
、

日
（
惡
天
候
）
に
遘
わ
ざ
る
か
】（
合29712

）
と
い
う
、
羌
地
に

お
け
る
鏞
を
製
作
す
る
施
設
を
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
讀
み
取
れ
る
例
が
あ

り
、
ど
ち
ら
の
場
合
も
視
察
が
王
の
目
的
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
同
じ
く
Ⅲ

期
の
「
其
胖
□

（
麓
）、
在
趁
（
疐
）」【
其
れ
□
麓
に
胖
す
る
か
、
疐
に
在
り
】

（
合28767

）
は
疐
に
滯
在
し
、
某
麓
で
の
胖
を
こ
れ
か
ら
行
お
う
と
し
て
い
る

と
い
う
文
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
狩
り
が
目
的
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

Ⅲ
期
の
「
□
□
卜
王
其
胖
从
東
」【
□
□
卜
す
、
王
其
れ
胖
す
る
に
東
よ
り
す

る
か
】（
合28765

）、
Ⅴ
期
の
「
丁
卯
王
卜
在
果
、
貞
、
其
胖
从
밑
西
往
來
亡
災
」

【
丁
卯
王
卜
す
、
果
に
在
り
、
貞
う
、
其
れ
胖
す
る
に
밑
西
よ
り
す
、
往
來
災
な

き
か
】（
合36743

）
と
い
う
胖
を
開
始
す
る
方
角
を
占
う
內
容
か
ら
は
、
胖
が
一

定
範
圍
の
移
動
を
伴
う
行
爲
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
出
來
る
。
ま
た
、Ⅲ
期
の
「
胖

于
恊
（
楡
）
至
于
向
亡

」【
楡
に
胖
し
向
に
至
る
に

な
き
か
】（
合28947

）、

Ⅴ
期
の
「
□
□
﹇
卜
﹈、貞
、王
其
胖
렔
…
甲
寅
녬
（
延
）
至
盂
﹇
往
﹈
來
亡
災
」【
□

□
卜
す
、
貞
う
、
王
其
れ
렔
に
胖
す
る
に
…
甲
寅
延
き
て
盂
に
至
る
に
往
來
災
な

き
か
】（
合36557

）
で
は
あ
る
地
域
で
胖
を
開
始
し
、
そ
の
ま
ま
別
の
地
域
ま
で

の
移
動
を
同
日
、
合36557

の
場
合
は
翌
日
以
降
に
行
っ
て
い
る
。

胖
の
行
わ
れ
た
時
期
は
Ⅲ
期
と
Ⅴ
期
に
集
中
し
て
い
る
が
、
Ⅲ
期
で
は
一
地
の

み
を
目
的
地
と
し
て
擧
げ
そ
の
可
否
を
占
う
形
式
の
他
に
、

其
遘
大
雨

翌
日
壬
、
王
其
胖
于
냜
亡

于
恊
（
楡
）
亡

于
喪
亡

于
盂
亡

于
宮
亡

不
雨
（
合28919

）

と
い
っ
た
風
に
、
複
數
の
地
名
を
列
擧
し
目
的
地
を
そ
の
中
か
ら
選
擇
す
る
と
い

う
文
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
同
時
期
の
田
獵
卜
辭
に
お
い
て
は
目
的
地
を
列
擧
す

る
用
例
は
主
流
で
は
な
く
、
そ
の
際
も
「

某
田
亡

」
と
い
っ
た
定
型
文
が
用

い
ら
れ
て
お
り
、
胖
と
の
明
ら
か
な
差
異
が
存
在
す
る
。
目
的
地
は
總
じ
て
王
都

か
ら
比
較
的
近
郊
に
あ
る
田
獵
地
・
農
地
・
軍
事
據
點
な
ど
で
あ
る
が
、
各
所
を
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三
〇

轉
々
と
移
動
し
て
い
た
の
か
都
と
の
往
復
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
か
、
前
述
の
合

28947
以
外
で
は
判
別
出
來
な
い
。

Ⅲ
期
卜
辭
で
は
「
今
日
某
」「
翌
日
某
」
と
文
中
に
干
支
が
明
記
し
て
あ
る
事

例
が
多
く
、占
辭
と
併
せ
見
る
こ
と
で
胖
を
行
っ
た
日
を
比
較
的
特
定
し
や
す
い
。

十
干
の
う
ち
、
乙
・
丁
・
戊
・
辛
・
壬
・
癸
の
み
に
集
中
し
て
お
り
、
王
の
外
出

日
に
際
し
て
嚴
密
な
決
ま
り
事
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
出
來
る
。

Ⅴ
期
に
な
る
と
一
地
の
み
を
占
う
文
體
は
繼
續
す
る
が
、
選
擇
肢
列
擧
形
式
は

姿
を
見
せ
な
く
な
る
。遠
方
で
の
征
伐
途
中
で
胖
を
行
う
場
合
が
あ
る
の
に
加
え
、

「
□
巳
卜
、
在
귕
（
敦
）、﹇
貞
﹈
王
胖
往
來
﹇
亡
﹈
災
」【
□
巳
卜
す
、
敦
に
在
り
、

貞
う
、
王
胖
す
る
に
往
來
災
な
き
か
】（
合36582
）
な
ど
、
胖
を
行
う
以
前
か

ら
そ
の
地
に
滯
在
し
て
い
た
と
推
測
出
來
る
表
現
や
、
合36591

の
二

五
日
お

き
に

へ
の
胖
の
是
非
を
占
う
と
い
う
、

地
の
近
隣
に
長
期
閒
滯
在
し
て
斷
續

的
に
胖
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
表
現
な
ど
、
長
期
閒
王
都
を
離
れ
て
い
る

と
い
う
狀
況
を
推
測
さ
せ
る
文
が
多
く
見
ら
れ
る
。
近
隣
の
地
域
が
目
的
地
の
場

合
で
も
、
一

三
日
程
度
の
距
離
に
點
在
し
て
い
る
各
地
域
を
一
定
期
閒
移
動
し

續
け
て
い
た
可
能
性
も
高
い
。

今
日
□
や
翌
日
□
の
文
例
も
、
合38177

・『
英
國
所
藏
甲
骨
集
』2562

（
以

下
英
と
略
）
な
ど
を
除
け
ば
極
端
に
少
な
く
な
る
。
假
に
占
卜
を
行
っ
た
日
を
胖

の
實
行
日
と
假
定
し
た
と
こ
ろ
、
丙
（
と
甲
？
）
日
を
除
く
九
干
が
當
て
嵌
る
こ

と
に
な
り
、
ま
た
辭
に
よ
っ
て
連
日
占
っ
て
い
る
場
合
や
數
日
置
い
て
の
こ
と
も

あ
り
明
確
な
規
則
性
は
見
當
た
ら
な
い
。
月
に
關
し
て
も
、
表
記
の
あ
る
も
の
は

二
月
（『
甲
骨
文
合
集
補
編
』11264

、
以
下
補
と
略
）、
五
月
（
合36677

、
補

11113

）、
五

六
月
（
合36537

）、
七
月
（
合56557

）、
九
月
（
合36643

、

合37429

）、十
月
（
合36756

、補11296

）、在
十
月
又
一
（
合36689

）
と
な
っ

て
お
り
、
季
節
に
よ
る
偏
り
は
見
ら
れ
な
い
。
Ⅲ
期
と
Ⅴ
期
の
文
例
を
比
べ
る
と
、

胖
の
性
格
、あ
る
い
は
王
の
行
動
に
何
ら
か
の
變
化
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

征
伐
中
の
胖
事
例
は
Ⅴ
期
の
卜
辭
の
み
に
見
え
る
特
徵
で
あ
る
。

壬
寅
王
在
圈
（
主
）、
今
日
步
停
（
永
）
亡
災
。

癸
卯
王
卜
、
在
永
밑
、
貞
、
今
日
步
于
﹇
空
格
﹈。

乙
巳
王
卜
、
在
炎
、
貞
、
今
日
步
于
攸
亡
災
。

己
未
王
卜
、
在
、
貞
、
田
元
往
來
亡
災
。

乙
丑
王
卜
、
在
攸
、
貞
、
今
日
胖
从
攸
東
、
亡
災
。

丁
丑
王
（
卜
…
）
貞
、
今
日
…

亡
災
。

庚
辰
王
卜
、
在
斈
、
貞
、
今
日
步
于
躄
（
哢
）
亡
災
。

辛
巳
王
卜
、
在
哢
、
貞
、
今
日
步
于
謠
亡
災
。　
（
英2562

）

【
壬
寅
王
主
に
在
り
、
今
日
永
に
步
く
に
災
な
き
か
。

癸
卯
王
卜
す
、
永
밑
に
在
り
、
貞
う
、
今
日
于
□
に
步
く
か
。

乙
巳
王
卜
す
、
炎
に
在
り
、
貞
う
、
今
日
攸
に
步
く
に
災
な
き
か
。

己
未
王
卜
す
、
□
に
在
り
、
貞
う
、
元
に
田
す
る
に
往
來
災
な
き
か
。

乙
丑
王
卜
す
、
攸
に
在
り
、
貞
う
、
今
日
攸
東
よ
り
胖
す
る
に
、
災
な
き
か
。

丁
丑
王
卜
す
、
貞
う
、
今
日

に
□
す
る
に
災
な
き
か
。

庚
辰
王
卜
す
、
斈
に
在
り
、
貞
う
、
今
日
哢
に
步
く
に
災
な
き
か
。

辛
巳
王
卜
す
、
哢
に
在
り
、
貞
う
、
今
日
謠
に
步
く
に
災
な
き
か
】

上
記
は
二
十
日
以
內
の
閒
に
攸
地
に
到
着
し
、
旣
に
滯
在
し
て
い
る
狀
態
で
攸

地
で
の
胖
を
計
畫
し
て
い
る
事
例
。



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

一
三
一

丙
戌
卜
、﹇
在
﹈
卜
亙
、
貞
、
今
﹇
日
﹈
王
步
于
□
亡
災
。

庚
寅
卜
、
在

（
孩
）、
貞
、
王
步
于
杞
亡
災
。

壬
辰
卜
、
在
杞
、
貞
、
今
日
步
于
派
亡
災
。

癸
巳
卜
、
在
派
、
貞
、
王
胖

（
喪
？
）
往
來
亡
災
。
于
밍
北
。

甲
午
卜
、
在
派
、
貞
、
王
步
于
괉
亡
災　
（
合36751

）

【
丙
戌
卜
す
、
卜
亙
に
在
り
、
貞
う
、
今
日
王
□
に
步
く
に
災
な
き
か
。

庚
寅
卜
す
、
孩
に
在
り
、
貞
う
、
王
杞
に
步
く
に
災
な
き
か
。

壬
辰
卜
す
、
杞
に
在
り
、
貞
う
、
今
日
派
に
步
く
に
災
な
き
か
。

癸
巳
卜
す
、
派
に
在
り
、
貞
う
、
王
喪
に
胖
す
る
に
往
來
災
な
き
か
。
밍
北

よ
り
す
。

甲
午
卜
す
、
派
に
在
り
、
貞
う
、
王
괉
に
步
く
に
災
な
き
か
】

上
記
は
二
〜
四
日
お
き
に
移
動
し
、
癸
巳
以
降
は
派
に
留
ま
り
喪
地
で
の
胖
を

行
っ
て
い
る
例
で
あ
る
（
于
밍
北
は
、「
胖
于
밍
北
」
の
略
と
考
え
ら
れ
る
）。
こ

の
二
例
は
出
現
す
る
地
名
と
時
期
を
鑑
み
る
に
、
お
そ
ら
く
人
（
夷
）
方
征
伐
の

途
上
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

癸
巳
卜
、
在
反
、
貞
、
王
旬
亡
耨
、
在
五
月
。
王
胖
于
뽄
。

癸
卯
卜
、
在
原
（
냜
？
）、
貞
、
王
旬
亡
耨
、
在
六
月
。
王
胖
于
뽄
。

癸
丑
卜
、
在
宮
（
？
）、
貞
、
王
旬
亡
耨
、
在
六
月
。
王
胖
于
뽄
。

癸
亥
卜
、
在
向
、
貞
、
王
旬
亡
耨
、
在
六
月
。
王
胖
于
뽄
。

癸
酉
卜
、
在
뽄
、
貞
、
王
旬
亡
耨
、
在
七
月
。

癸
未
卜
、
貞
、
王
旬
亡
耨
、
在
七
月
、
王
征
렔
北
（
背
）
商
、
在
爵
。

癸
巳
卜
、
在
뽄
、
貞
、
王
旬
亡
耨
、
在
七
月　
（
合36537

）

【  

癸
巳
卜
す
、
反
に
在
り
、
貞
う
、
王
の
旬
に
耨
な
き
か
、
五
月
に
在
り
。
王

뽄
に
胖
せ
ん
と
す
。

癸
卯
卜
す
、
惠

に
在
り
、
貞
う
、
王
の
旬
に
耨
な
き
か
、
六
月
に
在
り
。

王
뽄
に
胖
せ
ん
と
す
。

癸
丑
卜
す
、
宮
に
在
り
、
貞
う
、
王
の
旬
に
耨
な
き
か
、
六
月
に
在
り
。
王

뽄
に
胖
せ
ん
と
す
。

癸
亥
卜
す
、
向
に
在
り
、
貞
う
、
王
の
旬
に
耨
な
き
か
、
六
月
に
在
り
。
王

뽄
に
胖
せ
ん
と
す
。

癸
酉
卜
す
、
뽄
に
在
り
、
貞
う
、
王
の
旬
に
耨
な
き
か
、
七
月
に
在
り
。

癸
未
卜
す
、
貞
う
、
王
の
旬
に
耨
な
き
か
、
七
月
に
在
り
。
王
렔
の
商
に
背

く
を
征
す
、
爵
に
在
り
。

癸
巳
卜
す
、
뽄
に
在
り
、
貞
う
、
王
の
旬
に
耨
な
き
か
、
七
月
に
在
り
】

と
、
뽄
地
へ
の
胖
を
口
實
と
し
、
實
際
に
は
렔
に
對
す
る
征
伐
を
行
っ
て
い
る
。

뽄
の
正
確
な
地
望
は
不
明
だ
が
、
殷
代
靑
銅
器
の
四
祀
긭
其

（
集
成5413

）

で
は
「
乙
巳
、
王
曰
、
깼
（
깻
）
文
武
帝
乙
、
俎
（
宜
）
才
（
在
）
맕
（
召
）
大

덓
（
廰
）、
遘
乙
、
翌
日
、
丙
午
、
뽄
、
丁
未
、
뢗
（
煮
）、
己
酉
、
王
才
（
在
）

恊
（
楡
）」【
乙
巳
、
王
曰
く
、
文
武
帝
乙
を
깻
び
、
召
の
大
廰
に
て
宜
し
、
乙
に

遘
す
。
翌
日
の
丙
午
に
뽄
、
丁
未
に
煮
、
己
酉
に
王
楡
に
在
り
】
と
あ
り
、
召
か

ら
뽄
の
閒
は
一
日
で
、
뽄
か
ら
Ⅲ
期
以
來
多
く
胖
の
目
的
地
と
な
っ
て
い
る
楡
ま

で
は
三
日
で
移
動
出
來
た
こ
と
が
確
認
出
來
る
。
二
ヶ
月
閒
の
軍
事
活
動
を
記
す

合36537

の
場
合
も
、
實
際
は
都
か
ら
何
十
日
も
か
か
る
遠
地
で
は
な
く
、
距
離

の
近
い
各
地
に
そ
れ
ぞ
れ
長
く
滯
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
ま
ま
戰
鬪
行
爲
を
行
う
こ
と
も
可
能
な
數
や
裝
備
の
軍
隊
を
率
い
て
胖
を

行
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
振
旅
（
兵
を
整
え
る
こ
と
）
を
伴
う
事
例



釋
胖

一
三
二

か
ら
も
確
認
出
來
る
。
Ⅴ
期
に
屬
す
る
「
丁
丑
王
卜
、
貞
、
其
振
旅
녬
（
延
）
胖

于
盂
往
來
亡
災
。
王
占
曰
吉
。
在
…
」【
丁
丑
王
卜
す
、
貞
う
、
其
れ
振
旅
し
延ひ

き
て
盂
に
胖
す
る
に
往
來
災
な
き
か
。
王
占
う
ら
な
い
みて
曰
く
吉
と
。
…
に
在
り
】（
合

36426

）
や
、「
丙
子
卜
、
貞
、
翌
日
丁
丑
、
王
其
振
旅
녬
（
延
）
胖
、
不
遘
大
雨
。

딗
（
茲
）
御
」【
丙
子
卜
す
、
貞
う
、
翌
日
丁
丑
、
王
其
れ
振
旅
し
延ひ

き
て
胖
す

る
に
、
大
雨
に
遘
わ
ざ
る
か
。
茲
れ
御
す
】（
合38177

）
の
二
例
で
は
、
兵
を

編
成
し
た
後
に
引
き
續
き
胖
を
行
っ
て
お
り
、
胖
を
實
踐
的
な
軍
事
訓
練
あ
る
い

は
合36537

の
よ
う
に
實
際
の
軍
事
行
動
の
口
實
と
し
て
用
い
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
Ⅲ
期
に
こ
の
種
の
例
は
見
ら
れ
な
い
が
、
Ⅳ
期
の
屯56

に

庚
午
貞
、
今
夕
亡
넬
、
在
胖
。

辛
未
貞
、
今
夕
亡
넬
、
在
□
。

癸
酉
貞
、
今
夕
亡
넬
。

甲
戌
貞
、
今
﹇
夕
﹈
亡
넬
、
至
뵊
（
振
）。

﹇
戊
﹈
寅
﹇
貞
﹈、
今
夕
亡
﹇
넬
﹈、
至
뵊
（
振
）

と
、
や
や
特
殊
な
用
例
だ
が
胖
と
振
（
振
旅
）
が
同
片
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の

が
一
例
の
み
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
時
期
を
問
わ
ず
王
が
胖
を
行
う
際
に
一
定
數

の
軍
隊
を
伴
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

以
上
の
胖
事
例
を
簡
單
に
ま
と
め
る
と
、
王
自
ら
が
行
う
、
田
獵
が
主
目
的
で

は
な
い
が
狩
り
を
す
る
こ
と
も
あ
る
、
廣
い
範
圍
の
移
動
を
行
う
、
征
伐
の
口
實

に
使
わ
れ
る
、
軍
隊
を
伴
う
、
と
い
っ
た
特
徵
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
先

行
硏
究
で
擧
げ
ら
れ
て
い
る
移
動
・
田
獵
・
軍
事
の
全
て
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い

る
行
爲
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
時
代
で
區
分
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
Ⅲ
期
の
胖
事
例

で
は
比
較
的
樣
々
な
性
格
の
目
的
地
へ
と
計
畫
的
に
赴
い
て
お
り
、
Ⅴ
期
で
は
軍

事
的
な
性
格
を
持
つ
胖
の
事
例
が
新
た
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
が
、
Ⅴ
期
に
お
い

て
も
多
數
を
占
め
て
い
る
の
は
Ⅲ
期
に
も
見
え
る
近
隣
地
域
へ
の
胖
で
あ
り
、
胖

の
用
い
ら
れ
方
の
變
化
は
そ
の
當
時
の
王
の
置
か
れ
た
狀
況
の
違
い
に
影
響
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
當
時
の
田
獵
は
遊
興
に
加
え
軍
事
訓
練
と
し
て
の
役
割

も
持
っ
て
お
り
、
征
伐
途
上
の
地
域
で
田
と
胖
を
交
互
に
繰
り
返
す
行
動
は
、
敵

對
勢
力
に
對
す
る
示
威
と
新
た
な
支
配
地
域
に
對
す
る
支
配
力
の
強
化
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

上
記
の
要
素
を
全
て
包
括
す
る
行
動
と
い
う
こ
と
か
ら
、
胖
と
は
王
自
ら
に
よ

る
國
內
の
視
察
を
表
す
語
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
文
意
か
ら
は
胖
を
巡
視
と

解
釋
す
る
王
冠
英
の
說
が
一
番
實
態
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
胖
字
と
隸
定
し
た

上
で
そ
の
字
義
を
推
測
す
る
立
場
に
は
裘
錫
圭
の
毖
（
敕
戒
鎭
撫
）
と
朱
鳳
瀚
の

比
（
及
・
至
・
出
行
）
の
二
說
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
裘
說
の
方
が
や
や

妥
當
で
あ
る
が
、
私
見
で
は
胖
の
讀
み
方
に
つ
い
て
は
更
な
る
檢
討
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
殷
墟
Ⅴ
期
か
ら
西
周
に
か
け
て
は
必
の
發
音
は
未
だ
殘
っ
て
い
た

が
、
そ
の
時
點
で
も
字
形
と
し
て
は
戈
に
ほ
ぼ
吸
收
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必

を
旁
に
持
つ
語
の
一
部
が
西
周
以
降
に
發
音
す
ら
變
化
し
て
い
っ
た
可
能
性
も
存

在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

西
周
金
文
に
登
場
す
る

・

（

）
字
は
辶
と
矛
（
戈
）
と
丙
（
あ
る
い

は
冏
）
と
で
構
成
さ
れ
た
、
古
音
が
幫
母
質
部
の
必
字
と
韻
母
が
共
通
す
る
餘
母

質
部
の
字
で
あ
る
が
、
西
周
早
期
の
大
盂
鼎
（『
殷
周
金
文
集
成
』（
以
下
、
集
成

と
略
）2837
）
に
「
雩
（
于
）
我
其

省
先
王
受
民
受
（
授
）
彊
（
疆
）
土
」【
我

が
先
王
の
受
け
し
民
、授
け
ら
れ
し
疆
土
を
其
れ

省
す
る
に
お
い
て
】
と
い
い
、
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西
周
中
期
の
史
牆
盤（
集
成10175

）に
武
王
の
事
跡
と
し
て「

征
四
方
、達（
撻
）

殷
」【
四
方
を

征
し
、
殷
を
撻
す
】
と
い
い
、
厲
王
三
十
三
年
の
晉
侯
蘇
鐘
（
新

收870-885
）
に
「
王

（
親
）

省
東
或
（
國
）
南
或
（
國
）」【
王
親
ら
東
國

南
國
を

省
す
】
と
い
い
、
同
じ
く
厲
王
期
の
닗
鐘
（
集
成260

）
に
「
王
肇

省
文
武
勤
彊
（
疆
）
土
」【
王
は
じ
め
て
文
武
の
勤
め
し
疆
土
を

省
す
】
と
い
い
、

西
周
晚
期
の
克
鐘
（
集
成204-205

、206-207

、208

）・
克
鎛
（
集
成209

）「
王

親
令
（
命
）
克
、

涇
東
至
于
京
밍
（
師
）」【
王
親
ら
克
に
命
じ
、
涇
東
を

し

て
京
師
に
至
る
】
と
い
い
、
小
克
鼎
（
集
成2796

、2797

、2798

、2799

、

2780

、2781

、2802

）
に
「
王
命
善
夫
克
舍
令
（
命
）
于
成
周
、
正
八
밍
（
師
）

之
年
」【
王
善
夫
克
に
命
じ
て
命
を
成
周
に
舍
き
、
八
師
を

正
す
る
の
年
】
と

い
い
、
い
ず
れ
も
征
伐
や
視
察
目
的
で
國
內
を
見
て
回
る
意
味
の
動
詞
と
し
て
使

わ
れ
て
お
り
胖
と
用
法
が
類
似
し
て
い
る
。
文
獻
上
で

は
循
・
遵
と
通
用
す
る

字
と
さ
れ
て
お
り
、
も
し
か
す
る
と

は
胖
が
更
に
變
化
し
た
結
果
の
字
形
で
、

後
世
の
巡
の
元
と
な
っ
た
字
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
に
關
し
て
も
用
例

と
發
音
の
類
似
以
外
の
確
定
的
な
證
據
は
な
く
、
現
時
點
で
の
斷
言
は
難
し
い
。

甲
骨
・
金
文
に
見
え
る
省
も
視
察
の
意
味
を
持
つ
語
で
、
甲
骨
で
は
王
自
ら
田

地
へ
赴
い
た
り
部
下
に
命
じ
て
鄙
を
視
察
さ
せ
る
例
が
多
く
見
え
る
。
金
文
の
事

例
を
見
る
と
、

省
と
い
う
形
で
王
の
巡
察
を
表
す
ほ
か
、
本
隊
の
到
着
に
先
ん

じ
て
部
下
が
物
見
に
行
く
行
爲
を
省
一
字
で
表
す
用
法
も
あ
り
、
胖
よ
り
も
更
に

具
體
的
な
行
爲
を
表
す
語
で
あ
る
。
甲
骨
に
見
え
る
省
は
Ⅰ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
・
Ⅴ
期
に

わ
た
っ
て
登
場
す
る
字
で
あ
る
が
、
Ⅲ
期
に
見
え
る
目
的
地
の
う
ち
盂
・
宮
・
楡
・

喪
・
向
な
ど
が
胖
の
目
的
地
と
共
通
し
て
お
り
、
胖
と
省
の
關
連
性
や
類
似
性
を

伺
わ
せ
る
。Ⅴ
期
甲
骨
の
王
に
よ
る
省
は
そ
の
全
て
に
目
的
地
の
表
記
が
な
い
が
、

胖
と
同
じ
く
省
の
語
義
や
方
法
に
も
時
代
に
よ
る
變
化
が
起
き
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
。

殷
・
西
周
期
に
お
い
て
、
王
は
一
箇
所
に
定
住
せ
ず
度
々
各
地
へ
の
移
動
を
繰

り
返
す
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
西
周
金
文
の
「
王
在
某
所
」
と
い
う
表
記
が
多
見

さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
確
認
出
來
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
後
世
ほ
ど
統
治
機
構
や
情
報
傳

達
が
洗
練
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
お
い
て
は
、
實
際
に
支
配
地
域
へ
赴
き
そ
の

地
を
見
て
回
る
こ
と
が
、
王
に
よ
る
支
配
を
確
立
す
る
た
め
に
は
必
要
な
行
爲
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
秦
の
始
皇
帝
は
七
國
統
一
の
後
に
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
版

圖
全
域
へ
の
巡
狩
を
行
っ
た
が
、
移
動
す
る
王
の
傳
承
が
『
尚
書
』
舜
典
な
ど
文
獻

の
形
で
、
秦
の
時
代
ま
で
殘
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

註（1
）『
殷
虛
書
契
考
釋
』
中
・
六
十
七
葉
上
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
原
著
一
九
一
四

年
（
2
）『
簠
室
殷
契
類
纂
』（
天
津
博
物
院
、
一
九
二
〇
年
）
八
葉

（
3
）『
殷
歷
譜
』
下
篇
卷
八
・
十
三
葉
上
（『
董
作
賓
先
生
全
集
』
藝
文
印
書
館
、

一
九
七
七
年
）
原
著
一
九
四
五
年

（
4
）「
殷
殷
墟
ト
辭
中
の
田
獵
地
に
つ
い
て
」（『
東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要
』
第
三
一
卷
、

一
九
六
三
年
）

（
5
）「
殷
王
田
獵
考
」（『
中
國
文
字
』
第
一
四
・
一
五
册
、
一
九
六
四
年
）

（
6
）『
戩
壽
堂
所
藏
殷
虛
文
字
』
考
釋
六
十
三
葉
（
廣
倉
學

、一
九
一
八

一
九
一
九
年
）

（
7
）『
巴
黎
所
見
甲
骨
錄
』（
香
港
大
學
、
一
九
五
六
年
）
一
九
頁

（
8
）『
卜
辭
通
纂
』
考
釋
百
三
十
一
葉
正
（『
郭
沫
若
全
集
考
古
編
』
科
學
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
）
原
著
一
九
三
三
年

（
9
）『
殷
契
粹
編
』
考
釋
百
三
十
二
葉
正
（『
郭
沫
若
全
集
考
古
編
』
科
學
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
）
原
著
一
九
三
七
年

（
10
）『
福
氏
所
藏
甲
骨
文
字
』
考
釋
四
頁
（
金
陵
大
學
中
國
文
化
硏
究
所
、
一
九
三
三
年
）

（
11
）『
甲
骨
文
編
』（
哈
佛
燕
京
社
、
一
九
三
四
年
）
六
七

八
頁

（
12
）『
甲
骨
文
編
』
修
訂
版
（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）
六
九

七
〇
頁



釋
胖

一
三
四

（
13
）『
甲
骨
文
字
釋
林
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
一

二
頁

（
14
）『
小
屯
南
地
甲
骨
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）

（
15
）
胡
厚
宣
主
編
『
甲
骨
文
合
集
釋
文
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）

（
16
）「
釋
웻
」（『
積
微
居
甲
文
說
』
卷
上
・
十
五
葉
）（『
楊
樹
達
文
集
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年
）
原
著
一
九
五
四
年

（
17
）『
甲
骨
上
鑽
鑿
形
態
的
硏
究
』（
藝
文
印
書
館
、
一
九
七
九
年
）

（
18
）『
殷
墟
卜
辭
綜
類
』（
大
安
、
一
九
六
七
年
）

（
19
）「
作
册
般
銅

所
記
史
事
的
性
質
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
〇
六
年
第
四
期
）

（
20
）『
甲
骨
文
字
集
釋
』（
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
一
九
六
五
年
）
五
一
二
頁

（
21
）『
殷
代
地
理
簡
論
』（
科
學
出
版
社
、
一
九
五
九
年
）
一
頁

（
22
）「
作
册
般
銅

考
釋
」（『
中
國
歷
史
文
物
』
二
〇
〇
五
年
第
一
期
）

（
23
）「
試
論
作
册
般

與
晚
期
商
射
禮
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
〇
七
年
第
三
期
）

（
24
）『
甲
骨
文
田
獵
刻
辭
硏
究
』（
廣
西
敎
育
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
二
五

二
八
頁

（
25
）「
釋
甲
骨
文
웻
字

―
兼
說
〝
王
웻
于
（
某
地
）〞
卜
辭
的
性
質
」（『
考
古
』
二
〇
〇
五

年
第
一
一
期
）

（
26
）「
釋

」『
古
文
字
硏
究
』
第
三
輯
（
一
九
八
〇
年
）

（
27
）『
儀
禮
』
士
相
見
禮
注

（
28
）『
呂
氏
春
秋
』
古
樂
篇
注

（
29
）
商
承
祚　

前
揭
書

（
30
）
郭
沫
若　

前
揭
書

（
31
）
孫
海
波　

前
揭
書

（
32
）
楊
樹
達
ら　

前
揭
書

（
33
）
朱
鳳
瀚　

前
揭
論
文

（
34
）
黃
然
偉
・
陳
煒
湛　

前
揭
書

（
35
）
裘
錫
圭　

前
揭
論
文

（
36
）
劉
桓　

前
揭
論
文

（
37
）
王
冠
英
「
作
册
般

三
考
」（『
中
國
歷
史
文
物
』
二
〇
〇
五
年
第
一
期
）

（
立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋

化
硏
究
所
漢
字
學
硏
究
會
會
員
）


